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＜連絡事項＞
・　夜勤者用の駐車場についてですが、泥でぬかるみ車が動かなくなる状態となっております。地面が乾くまで使用禁止とします。当分は、うみねこ幸房前の駐車場（デッキより奥）を使用してください。そこに駐車できない場合は、病院前に駐車してもいいですが、この時期だけ特別に夜勤者のみに適用です。夜勤者用駐車場が使用できるようになりますと違反の対象としますので、お気を付けください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・3/18（日）は病院庶務が居ませんので、18日分の発注は前日の17日土曜日分と一緒に発注お願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庶務チーム　宮﨑
＜患者様連絡事項＞
・小田　沙也加様～精神状態不安定の為、本日昼食後薬より増薬になっています。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・木村　格治様～自分の要求が通るまで大声で叫びドア蹴りしている。バルプロ酸Naの拒薬もあり。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
・小舘　晴様～昼食は3/4摂取。むせ込みなし。体動活発であり、点滴トラブルあり。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
＜要注目患者様＞

・三浦　幹様～朝食2/3昼食1/2摂取。昼食とゼリーは自力で摂取する。本人希望あり午後車椅子で過ごす。移乗時はつかまり立ちできる。
・澤田　キエ様～9時過ぎ呼吸困難・酸素飽和濃度あり。モニター装着・酸素流用1Ｌ開始、9：30　2Ｌに増量。12：30御家族に主治医から病状・治療について説明。体温35.9～36.0℃　脈拍90～81回/分　酸素飽和濃度123～104/58～44ｍｍＨｇ　酸素飽和度95％で経過。
・高山　英佐様～テレビを観て過ごしている。他との交流・会話なし。
・居ヶ内　敦子様～慣れた様子で日課をこなしている。喫煙後「喉が痛い」との訴えあり。
・長根　セツ様～食事介助で1/4摂取。口の中への溜め込みあり。療養環境変更目的でＣユニットに移動となる。
・栗木　フジ様～朝・昼食とも1/3自力摂取。他患への話し掛けと飲水要求が多いが、説明には穏やかに返答している。
・織笠　キヌエ様～食事2/1～2/3摂取。点滴トラブルなし。昨日の尿量2350ｍｌのためラクテック1500ｍｌ追補となる。日中890ｍｌの排尿あり。
・澤井　カナ子様～食事は拒否なく摂取しているが、服薬は何の薬か分からないから怖いと一時的に拒薬あり。
＜安ヶ平Dr診察情報＞

・新堂　寿子様～夜間の睡眠取れているため来週定期より減量し日中のリスパダールを増薬。
・藤井　崇史様～気分高揚さあり、妄想活発のため薬剤調整している。
・野田　敏治様～夜間不穏で奇行あり。来週定期よりvds増薬となる。
・河原木　奏志様～後頭部の腫瘤は経過観察となっている。
＜新入院患者様情報＞
日　　時：3月16日　12：08　

　氏　　名：山本　真智子（やまもと　まちこ）様

　生年月日：平成8年5月15日　22歳

　病　　名：統合失調症

　性　　別：女性

　病　　棟：東病棟Ｂユニット

　入院形態：医療保護入院

　主治医　：田名部Dr

　　

入院に至った経緯：

　現在八戸日赤病院へ入院中。H29.8.8薬剤調整のため日赤病院へ入院。10.31退院し外来通院していた。H29年12月6日リストカットし12月8日医療保護にて再度日赤病院へ入院。薬剤調整しH301/31退院するが、退院した日より落ち着かない様子あり。2/8朝走りに行くと自宅を出てそのまま岸壁から海へ飛び込み自殺企図。本人は「なんでお前が生きている

んだ」と幻聴があり自殺企図に至ったとの事で再度日赤病院へ入院し現在に至る。

　母様よりH29年8月に出来ていた整容などが今では出来なく、本を読むことも出来なくなっている。また、日赤病院では薬物療法と安静のみで患者本人のQOL、ADLが低下しているように感じている。また、退院後、自宅で看たいが、少しの日常生活の刺激により自殺企図を図ってしまうため、退院しても日常生活上の問題点や困難に対応出来るように、SST

や作業療法を通して自身で解決でき、自宅で過ごせるようにして欲しいとのことでＨ30年3月16日12：00当院へ転院となる。

　　

日　　時：3月16日　13：33　

　氏　　名：泉山　紀子　（いずみやま　のりこ）様

　生年月日：昭和51年6月10日　42歳

　病　　名：軽度知的障害、多飲水

　性　　別：女性

　病　　棟：東病棟Ａユニット

　入院形態：医療保護

　主治医　：馬渡Dr　

　入院に至った経緯：

現在八戸赤十字病院入院中。

昭和59年3月八戸赤十字病院小児科にててんかん診断を受け抗てんかん薬を15歳まで服用。H10年頃よりやまばと寮へ約14年入寮していた。赤十字病院精神科初診はH12年頃で当初は人格障害の診断であったが、後に心理検査を施行し軽度知障害と診断。それ以降は八戸赤十字病院精神科へ通院していた。

やまばと寮退所後は母親と一緒に生活していた。その後も母親との関係による身体的症状より入退院繰り返していた。H29年12月25日椅子に座っていたところ突然上下肢の屈曲が出現。多飲水により低ナトリウム血症による痙攣発作が考えられ、医療保護入院、H30.1.13退院。H30.1/19再度けいれん発作あり、救急搬送。同日任意入院となる。H30.2.5退院予定としていたが、退院日、本人をタクシーに乗せようとするも、道路に横たわる、薬局へ行こうとするなどの行動あり。退院は見送られ現在まで入院が継続している。

現在の状況では自宅退院が出来ない為、当院への転院を希望。

Ｈ30年3月16日当院受診。同日13：33東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。
